
毎週火曜日

年末年始（１２月２９日～１月３日）

10:00～12:00

10:00～17:00
12:00～17:00

10:00～17:00

４３７番地１

1Fフロア………企画展　展示

２Fフロア………常設展（歴史館・文化館）展示

全フロア観覧無料     ２F常設展のカメラ撮影は禁止



飯塚

明治時代町内中岳郷に建てられた、富農家の母屋部分を

移築したものです。

ひさご塚古墳には二つの石室（埋葬施設）が

あり、そのうち1号石室から出土しました。長さ

15.5㎝、幅4.0㎝の鉄製矢じりで、2種類の透

かしがあるのが特徴です。 彼杵茶は江戸時代から栽培されており、特に幕末に

は貿易商　大浦　慶によって海外にも輸出されていまし

た。その後、明治・大正から昭和の初めにかけて、田島

福次郎や野田卯太郎、中島　栄などが現在の茶園

の基礎を作り、その後土地改良などを進め、長崎県の

茶生産量の大部分を占めています。

初代の深澤儀太夫は佐賀

県北方町の生まれで、紀州

（和歌山県）で捕鯨の技術を

学び、大村藩を拠点に鯨組

を始めました。勝清は捕鯨で

得た財を大村藩に献金し、千

綿村の新田開発に貢献しまし

た。また、2代目勝幸も捕鯨で

得た財をもとに、自ら千綿村の

新田開発を行いました。

今から約400年前の江

戸時代佐賀県から坂

本地区に伝わった神楽

浮立で、県の文化財に

指定されています。大村

藩の御用浮立として重

用、保護され、日照続き

の時には舞って雨乞いを

し、雨が降ると殿様から

たくさんのご褒美が出まし

た。大村藩内の他の浮

立は、坂本浮立が起源

と伝えられています。

今から約200年前の江戸時代に千綿宿

で始まったと伝えられており、県の文化財に

指定されています。明治・大正のころ大変

盛んで、地元水神宮の祗園祭で上演さ

れる他、各地を巡業していました。その後、

後継者不足で上演できていませんが、現

在は活動再開に向けて後継者育成を進

めています。

井手寿謙氏採取の細石核・細石刃
町の郷土史家井手寿謙氏が戦前、東彼

杵町や隣の大村市を中心に採取した石器

の一部で、大村市野岳遺跡の細石器で

す。この当時の日本考古学では「旧石器」

は発見されていませんでしたが、井手氏は自

身の採取した石器が「旧石器」であると認識

していたと云われています。後に野岳遺跡で

発見された細石核は「野岳・休場型」と名

付けられました。

ひさご塚古墳は長崎県の代表的

な前方後円墳で、形がひょうたん

（ひさご）に似ているところからこの

名があります。今から約1,500年

前にこの地域を治めていた有力

な豪族の墓です。

澤

深澤儀太夫の功績

そのぎ茶
の発達


